
特別養護老人ホーム 本陣園（マネジメント研修１期生）

独自の発展を遂げたノーリフティングケア体制
～体制づくりや職員教育のヒント～

令和７年１１月１２日

生活相談員兼介護支援専門員 川端俊祐



施設概要
特養 ５０床 短期入所生活介護 １０床
全室個室
ユニットケア（１ユニット１０名）
職員数 ５４名

福岡県ノーリフティングケア普及
促進事業へ、令和２年より参加
しています。（１期生）



５年間を振り返って

・マネジメント研修で培った経験・知識・技術をもとに、本陣園
の実状に適した腰痛予防委員会の体制づくりを進めました。
・体制が整い、ノーリフティングケアが施設全体へ定着するに
は、年単位の時間と、ゆっくりでも歩みを止めない根気が必要
でした。

労働環境・腰痛発生率の改善に向けて確実に前進！

令和５～６年には筑豊地域のリーダー施設を務めさせてい
ただきました。

令和２年度 令和７年度



腰痛予防委員会

（固定メンバー）
施設長
生活相談員兼ケアマネ
機能訓練指導員
看護職員

（毎年交代）
介護職員
×６名

開催日：毎月第２水曜 １４時３０分～

主な活動内容：収集したリスクに対しての解決策の立案
現在進めている取り組みの進捗状況の確認や修正

毎年交代することで、１年間の活動を通じてノーリフティン
グケアのマネジメント技術を身に着けてもらうことを狙う



委員会によるリスクマネジメント

毎月の委員会では、各ユニットから挙がってくるリスクを集約し、
優先度の高いものから対策を協議します。各委員には対策の周
知～実践まで行ってもらうことで、自主性や応用力の成長も期待。

●毎月の委員会で現場
からのリスクを集約し、
課題解決に向けてコツ
コツと実践を継続中。

●なかなか解決に至ら
ない課題もあるが、見
直しを繰り返し、少しで
も腰痛リスクを軽減でき
るケア方法を模索中…



腰痛予防委員会でのリスク解決のイメージ

委員会の議事録
や実施計画書な
どで記録

実
践

腰痛予防委員会

リスクの芽を収集



委員会によるリスクマネジメント

決定したケア方法を現場で実践。

必要に応じて手順書を作成することも



本陣園独自の委員会運営・リスクマネジメント

ポイント

・現場のスタッフに委員会運営へ積極的に参加して
もらうことで、組織全体の成長を加速

・リスク収集～課題解決を少しずつでも進めることで、
職場の労働安全衛生を向上

・委員会の開催日時や大まかな議題は固定するこ
とで、メンバーも出席しやすさ、委員会に向けた準
備のしやすさなどに配慮



本陣園での教育体制
●各棟に１名ずつ 指導者候補を選出。

●実施日は毎月第３水曜日 １６ 時～
１７時 で固定。

●指導者候補には早出勤務（７～１６時）
 で出勤してもらい、研修時間を超過勤
務とする。各ユニットリーダーにも協力
を仰ぎ、勤務表もこれに合わせて作成
してもらう。

●毎月の委員会にて、現場職員への教
育の進捗を確認

指導者候補は毎年交代する

 現場に技術を教えられる職員が複数いる体制へ！



指導者育成 実践内容（令和６年度）
４月 ノーリフティングケアの必要性と目的の理解

専門職としての意識・態度
５月 コロナ発生のため中止
６月 身体の使い方
７月 コロナ発生のため中止

   ８月 スライディングボード
９月 電動リフト
１０月 スライディングボード
１１月 抱えない寝返り介助方法

  スライディングシートを用いた寝返り介助
１２月 スライディングボード、シートを用いた寝返り介助

令和６年度 指導者候補



指導者育成の様子 必要性と目的の理解
（令和７年度）



指導者育成の様子 スライディングシート



指導者育成の様子 座り直し



新人職員への教育 オリエンテーション時に
施設長より、本陣園の
ノーリフティングケアの
概要を説明

ノーリフティングケアを本陣園の事業計画に位置づけ
施設をあげた継続的な取り組みとして実践中



指導者候補より新人職員への教育

新人教育の進捗も委員会

で管理し、確実に伝達でき
るようにしています。

学んだことをアウトプットする
機会を設けることで、習得し
た技術をより強固なものへ



本陣園独自の職員教育

ポイント

・教育指導者候補を１年かけて教育することで、抱
えない介護技術を身に着けた職員を多数育成

・勤務時間外ではあるが実施日時を固定し、毎月確
実に指導者育成を実施

・オリエンテーション時やOJTでノーリフティングケア
の新人教育を確実に実施。指導者のトレーニングも
兼ねる



福祉用具管理
◎今年度、これまで不十分であった車いすの清掃・メンテナ
ンスを実施できるよう体制を整えた
⇒定期的に実施し、進捗を委員会で管理できる体制へ
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令和７年度は床走行式電動リフトの追加導入

◎本陣園の所有する電動リフトは３台へ
⇒すべての棟に一台ずつある体制が整った

オプションとして歩行支援用
の手すりとハーネスも購入
⇒リハでの活用が可能に



◎九州老人福祉施設職員研究大会（鹿児島大会９月２５、
２６日）にて研究発表を目指す

床走行式電動リフトの活用

動画



九州老人福祉施設職員研究大会
「歩ける暮らしをもう一度取り戻したい！～歩行訓練機能付きリフトを
用いた機能訓練の成果と課題」



研修参加：抱えない介護技術研修会（令和６年６月１９日）

同じ筑豊地域のベテラン指導者の皆さまより、詳しく学ばせていた
だき、他施設の方々より学ぶ貴重な機会となった。

会場に本陣園を使っていただけたことで
多くの職員が参加！



普及活動
筑豊地域

本陣園の指導者３名が技術指導者として  福祉用具ケア
方法を実演。
また、一般来場者として新人職員も２名参加。

法人の系列施設のシルバーケア嘉穂からも、
副拠点長とリハ主任が参加！

第２回  ノーリフティングケア フォーラム（１１月６日）




